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第７回 定例会   

令和７年１２月１５日（月） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

大城 常良 1,救急医療情

報キットの

配布は 

① 今年６月定例会において情報キットの配布を提

案しました。その中で村長は前向きに検討してい

くと答弁しましたが、その後の進捗状況を伺いま

す。 

村長 

2,待機児童・待

機学童ゼロ

への取り組

みは 

① 保育園及び、こども園入所申請の令和７年度と令

和８年度の児童数の増減を伺います。 

② エンパワーサポートとの連携協定によりさまざ

まな取り組みが行なわれ、成果も出ていると思い

ます。その上で保育士確保の状況はどうか。 

③ 学童クラブ入所申請の令和７年度と令和８年度

の増減はどうか。 

④ 学童クラブ保育施設について中城小敷地内での

建設予定はあるか。また津覇小においても学校敷

地内での建設は可能か。伺います。 

村長 

3,南上原・糸蒲

公園で発生

した窃盗事

件の対策は 

① 公園内でリュックサックやランドセルの窃盗事

件が相次いで発生しているが、犯罪を抑止する対

策は行われているか。 

② 警察や関係機関との連携はどうか。 

 

村長 

4,物価高騰対

策について 

① 物価高騰がまだまだ続いている中で、村民は非常

に厳しい暮らしを余儀なくされています。そこで

村民の負担を少しでも軽減できるよう、令和 4年

度に実施された村民生活支援事業(ゴミ袋配布事

業)と同等の政策を取り組む考えはないか。村長

の見解を伺います。 

村長 

5.教育行政に

ついて 

➀ ラーケーション（家族休暇）制度の概要及び、本

村の取り組みの状況を伺います。 

② 令和 8年度小・中学校給食費無償化事業の取り組

みを伺います。 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会  

令和７年１２月１５日（月） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

安里 清市 1，ペリーの

旗立山の

保全につ

いて 

今年（2025年）10月末頃に、住民から旗立山の岩が動

いている兆候があるとの情報があり 10 月 27 日に現場を

確認しました。 

岩の土台部分（岩と土の間）に隙間がみられましたの

で、その旨を都市建設課に連絡しました。 

① その後の対応を伺います。 

② 以前に崩壊防止のための措置を行っていますが、岩と

岩との間の間隔や測量基準点等からの距離の資料は

保管されていますか。 

③ 先の資料と照らし合わせれば岩の動きが判明すると

思われるが照合は実施されましたか。 

④ 新垣、登又、サンヒルズの 3自治会長連盟でのペリー

の旗立て岩崩落危機対処についての要請に対する回

答がなされてないのはなぜですか。 

⑤ 村民が安心して生活するための、この案件に対する今

後の対応を伺います。 

村長 

教育長 

2，学校にお

ける防災

教育の実

施につい

て 

児童生徒の発達段階において防災に関する知識と救急

に関する知識を持つことは将来のために重要なことと思

います。防災教育を長い年月をかけて実施する事により、

全村民が防災と救急の知識を持つことは素晴らしいこと

であります。そのきっかけになればと思い伺います。 

① 救急講習会実施の場合の消防組合との連携の在り方

は。 

② 防災教育を年間の学校カリキュラムの中に学年ごと

の目標を定めて取り組んでいただきたい。 

③ 救急講習会を含む防災教育にかかる費用について教

育委員会所管の予算で負担することは可能でしょう

か。 

④ 令和 5年度版「中城村の教育」の冊子で学校安全・防

災教育の推進として児童の危険回避能力の育成が挙

げられていますが、現状ではどのような事柄が実施さ

れていますか。 

⑤ 宮城県石巻市立大川小学校の津波避難訴訟確定判決

を機に強化された学校防災水準について、過去（2021

年）のマスコミ報道によると中城村は実施予定となっ

ていますが、進捗を伺います。 

村長 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



                                 第７回定例会 

令和７年１２月１５日（月） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

金城 章 1,道路行政に

ついて 

① 宜野湾横断道路の進捗状況は。 

② 西原バイパス中城地区の進捗はどうか。 

③ 中城小学校東側里道の改修工事計画は。 

村長 

2,中城小・津

覇小・中城

中学校建設

について 

① 中城小学校進捗と校舎整備はどうか。新築校舎の使

用に不具合はないか。 

② 中城小学校南側里道への排水パイプの位置処理は

協議を行ったのか。 

③ 新中学校の進捗状況と周辺整備計画は終えている

か又地域説明会はどうか。 

④ 災害時の避難道と場所の計画は。 

教育長 

3.中城城跡共

同管理協議会

と観光協会に

ついて 

 

① 今年度の前議会にて質問した北中城村との統合の

話し合いは行ったか。管理協議会は無くし観光協会

へ管理委託の考えはないか。 

② 北中城村観光協会と中城村観光協会の統合の考え

はどうか。 

③ 管理協議会予算と観光協会予算、事務費、管理費の

状況はどうか。観光協会管理委託にて予算はどう

か。 

 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１５日（月） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

玉那覇登 1, 水道管

の 老 朽

化 に 対

策 に つ

いて 

本島北部の水道管が破裂して漏水する事故が、24日大宜味村

内で発生し本島中南部の 17 市町村で断水する恐れがあると発

表されましたが、本村においては断水はなかったと聞いていま

す。本村の水道事業は、昭和 43年に供用開始していますが、57

年も経過した水道管は老朽化し漏水や道路陥没の恐れがありま

す。老朽化・更新対策について伺います。 

村長 

 

2, ハラス

メ ン ト

対 策 に

ついて 

近年、全国の自治体で首長の不祥事が相次いでいます。内容

はハラスメントの他、学歴詐称など様々です。なかでも、パワ

ーハラスメントやセクシャルハラスメント、カスタマーハラス

メント等が多く社会問題となっています。何方かと言うと、パ

ワハラやセクハラは内的（内側）なハラスメントで、カスハラ

は外的（外側から）なハラスメントと考えます。それぞれの対

策を伺います。 

村長 

 

3, 物価高

騰 対 策

に つ い

て 

 

政府は 28日経済対策の裏付けとなる 2025年度補正予算を閣

議決定した。12月上旬の臨時国会に提出し年内成立を目指す。

経済対策の柱である物価高騰対応に、子ども 1人当たり 2万円

一律支給、電気・ガス料金補助等。また、自治体が自由に使え

る「重点支援地方交付金」がありますが本村ではどのような施

策を行うか伺います。 

村長 

 

4, 中城村

の ま つ

り 実 施

に つ い

て 

村が主催、協賛、助成しているまつりの種類、予算、場所、

来客数等を伺います。 

村長 

 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１６日（火） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 博正 1,伊集地内

傾斜地土

砂崩落に

ついて  

 

伊集宇宙原で１１月１４日（金）、前日の大雨影響により、以

前から指摘されていた傾斜地上部の産業廃棄物中間処理施設

敷地造成に伴う盛土が午後８時ごろ崩落し広範囲にわたる大

量の産業廃棄物（コンクリート片等）や土砂、なぎ倒された樹

木等が住居集落の住宅地近くまで到達する事態となりました。

幸いにも人身被害が無く区民は一応の安堵はするものではあ

るが、今後の当該地のさらなる地すべり災害の危険性除去、安

全対策、徹底した原因究明、再発防止策を講じなければならな

いものと考えます。そこで以下の件について伺います。 

①過去に遡って当該地の開発経緯について当局が把握してい

る情報について時系列でお答えください。 

②事業所から申請された開発行為に対する許可基準について

お答えください。 

③今回の出来事は、以前から多くの住民が崩落の危険性を訴え

ていた結果起こった「災害」というよりも「産業事故」と捉

えられるのではないかとの指摘がなされています。当局の見

解を伺います。 

④法令に基づき違法性があればどの様な対処が考えられるか

伺います。 

村長 

 

2,大阪・関

西万博資

材再利用

について 

大阪・関西万博で使用されたパビリオンの施設資材を再利用

し中城中学校整備事業に活用すると報告がありましたが、今回

の万博は多数の問題を含んでおり到底子どもたちの未来を照

らす教育施設に再利用するのは、なじまないのではないかと思

います。そこで以下の件について伺います。 

① 当局は、今回の大阪・関西万博でどの様な問題が起こったか把

握しておられますか。 

② 当該パビリオンの現場解体、搬出、本村までの運搬費用の内

訳についてお答えください。 

③ 地元企業育成のため、村内建設業者を指名する案は全く無か

ったのかお答えください。 

④ 「単なるリサイクルにとどまらず万博のレガシーやリアルな体験

を含めて・・・」 とコメントされているが半年しか開催されなかっ

たイベントでそのような事が言えるのかお答えください。 

⑤ 設置後も万博パビリオン再利用施設としてマスコミに取材依頼し

て行く考えがあるのかお答えください。 

村長 

教育長 

3,本村のホ

ームページ

リニューア

ルについて 

（１）最新のリニューアルはいつ行ったのか伺います。 

（２）文化財紹介の検索が分かりにくく戦争遺跡文化財が未だ

に掲載されてないがその理由を伺います。 

村長 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１６日（火） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

石原 昌雄 １，護佐丸

バス運行

拡大につ

いて伺う  

 

①今回の公共交通計画でモノレール浦西駅まで運行でき

るようにできないか。どのような課題があるか。どの程

度検討したか。必要性についてはどうか。 

 

②浜自治区にバス停の設置はできるか。できない理由は

何か。浜自治区民１８４世帯４３６人の公共交通空白

状況の支援方法はあるか。護佐丸バス試験運行時のコ

ースに浜区域は入っていたか。 

 

③ 護佐丸バスの代車運行時でも、料金徴収をどうすれば

できるか。同時にキャッシュレスも可能か。 

 

④以前に私が、提案した護佐丸バス路線の見直し案につ

いて導入できない理由は何か。変更するには利用者等

への説明も必要となっていたがどうか。 

 

村長 

 

２，南上原

井水原線

と北上原

新川線を

接続する

には 

①井水線と新川線までの距離はどれくらいあるか。 

 

②接続できる事業にはどのようなものがあるか。 

 

③地域からの要望があれば実施できるか。 

 

④井水線の今後の維持管理はどのようにするのか。 

 

村長 

３，あたい

ぐぁー朝

市の支援

について 

 

①朝市の会場や、開催回数の認知度支援を行政も強化で

きるか。 

 

②朝市の開催地年に、何回かのイベントに資する費用に

ついて助成金等はいくらか。増額支援はできるか。 

 

③ 朝市の経済的効果や、地域活性化についての見解を問

う。 

 

④ 市民農園の開設で、あたいぐぁーが拡がると期待する

が、村として市民農園の取り組みの可能性はあるか。 

 

 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１６日（火） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

小橋川恵美 1,普天間基地

の夜間騒音

の深刻化に

ついて 

去る 11 月 4 日から 7 日にかけて、米軍普天間飛行場に外
来の米空軍Ｆ35A 戦闘機が飛来し、昼夜を問わず離陸や訓練
が行われ、村内でも強い爆音が響き、多くの村民が驚き、不
安の声をあげています。「いつもより明らかに大きい音だっ
た」「子どもが眠れなかった」という声が私のところにも寄せ
られています。そこで今回の外来飛来について伺います。 
➀ 村はどのように把握しているか、また村民からの相談状

況はどうだったか 
② 今回の騒音が「日常的な騒音レベルを超えた異常な状況」

であったと考えますが、村としての見解はどうか 

村長 

2,女性参画の

推進につい

て 

本村では、昨年、村で初めての女性村長が誕生し、村政に
新たな風が吹き始めていると感じております。 
女性の感性や視点が、子育て・教育・福祉・地域づくりな

ど、多くの分野でよりよい方向へつながっていくのではない
かと、村民の皆さまも期待を寄せているところだと思います。      
この機会を生かし、中城村全体で女性がもっと活躍し、自

然に参画できる環境づくりを進めていくことが大切だと考え
ております。そこで以下をお伺いします。 
① 本村の各審議会や協議会における女性委員の人数及び割

合はどうか 
② 村役場における管理職や係長級など女性職員がどの程度

登用されているか人数と割合はどうか 

村長 

3,中学生の検

定受験環境

の改善につ

いて 

本村では、中学生に対し検定料補助を行い、学習意欲の向
上に寄与している。一方で、教員の働き方改革の影響により、
従来学校で実施されていた検定が校外実施となり、那覇市な
どの遠方会場まで受験しに行かなければならない状況が生じ
ている。その結果、保護者の送迎負担や交通費負担が大きく
なっている。生徒の学習機会を保障し、受験環境を整備する
ための対策を伺います 
① 中学生の検定受験の現状と把握している課題について。 
② 学校開催が困難な場合でも生徒の負担を軽減するため、

村内施設を活用した代替会場の確保などの受験環境を整
える考えはあるか 

③ 検定料補助の継続に加え、小学校高学年への補助拡充に
ついて検討する考えはあるか。 

村長 

教育長 

4,小中連携の

強化を新た

な教育施策

として推進

を提案 

 本村は、小学校３校・中学校１校と、学校規模が比較的コ
ンパクトであり、地域のつながりも強いという特徴がありま
す。だからこそ、子どもたちの学びや生活を、小学校から中
学校へ自然につなげていくことが大切だと感じています。全
国では、小中連携を進めることで、中学校への進学時の不安
が減ったり、学習のつまずきを早めに共有できたり、また不
登校の予防につながったという報告もあります。 
本村でも、児童生徒一人ひとりに寄り添う教育を進めてい

くためには、義務教育９年間を一貫した視点でとらえ、小学
校と中学校の連携を強化することが重要だと考えています。
そこでお伺いします。 
① 本村では児童生徒数の増加地域と減少地域が混在してお

り、学校規模に大きな差が生まれつつある。この状況を
どのように分析し、学校運営上の課題をどのように捉え
ているか伺う。 

② 県内でも那覇市、糸満市、宮古島市などで小中連携・小中
一貫教育が進んでいる。本村として、小中連携を強化す
る必要性をどのように考えているか伺います 

村長 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１６日（火） 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 修 1,村内道路

管理及び

通学路点

検 

 

10月 13日に村道奥間～南上原線で、中学生が自転車走

行中にガードパイプへ衝突し重傷を負う事故が発生し

た。本件について宜野湾警察署からの詳細な事故原因は

公表されていないものの、当該路線の歩道幅は狭く、さら

に雑草やネムノ木が繁茂し、通行に支障をきたす状況が

見受けられ、こうした道路環境が事故発生の一因となっ

た可能性も否定できない。ついては以下について村当局

の見解を伺う。 

 

① 事故発生後現場の安全点検を実施したのか 

 

② 当該路線の雑草繁茂への対応の実地頻度や維持管理

上の管理計画はどの様に行われていたのか 

 

③ 村道に対する定期的なパトロール・安全点検はどの頻

度で行っているのか 

 

④ 今回の事故を受け児童生徒を含む自転車利用者の安

全対策についてどの様な対策を講じる考えがあるの

か伺います。 

 

⑤ 和宇慶入口付近から津覇小学校への国道 329号線距離

的に 450M を通学路して利用していますが国道歩道の

雑草が繁茂しすぎて通学路環境に支障をきたしてい

る状況にありますが、教育委員会としてどの程度把握

し、どの様な通学路の安全点検体制を整えているのか

伺います。 

 

⑥ 通学路について、学校・PTA・地域住民と連携した定期

的な点検は実施しているのか。また、点検の頻度と、

問題箇所をどのように関係機関へ報告しているのか

伺う。 

 

⑦ 通学路の危険箇所について、国・県・警察および村当

局関連部署との連携はどのように行われているか。改

善要望の方法について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

村長 

教育長 



 

2,ボランティ

ア袋配布と

活用周知 

 

 

春・秋の一斉清掃および CGC運動の際に、自治会へボラ

ンティア袋（ゴミ袋）を配布している。しかし、住民の多

くが「自治会に申請すれば受け取れる」「村がボランティ

ア用袋を提供している」といった情報を十分に把握して

おらず、認知度が低いと思われる。それは有る住民からボ

ランティアで公園の草刈りを行い役場に毎回出向いて袋

を受取りに何年も前から行っている。近隣の草刈りを行

うけど片付けをしっかりとやってもらいたい。などの声

を聴きました。そこで、 

 

① 袋の制作枚数・製作費用、自治会ごとの配布数、配布

枚数の在庫管理をどの様な体制で行っているのか伺

います。 

 

② 「ボランティア袋は自治会より受け取り利用可能で

ある」「ボランティア清掃活動で出た草木等は住民生

活課で回収できる」といった制度の周知をどのよう

に行っているのか。周知体制につい伺います。 

 

村長 

 

3,一斉清掃チ

ラシ配布 

 

一斉清掃のお知らせ方法変更に伴う参加世帯の大幅減

少について昨年度は、「希望地域を募ってチラシを配布」

した結果、多くの地域で参加が行われ、ある地区では 130

世帯が参加した。しかし本年は、チラシ配布を「実施しな

い」方針に変更、その結果、同地区では 80世帯へと大幅

に減少し、約 40％近くの参加減となった。一斉清掃は村

の環境美化活動の中核であり、参加者減少は村全体の活

動力の低下につながる重大な問題である。なぜ担当課は

チラシ配布を中止したのか、その判断過程と検証が必要

であると考えるが 

 

① 昨年度は希望地域へチラシ配布を行い、参加世帯数

も高い成果を得ていたにもかかわらず、今年度はな

ぜチラシ配布を行わなかったのか。 

 

② 配布中止の決定はどのような検討を経て行ったの

か。（例：担当課内の判断か、予算上の理由か） 

 

③ 住民の参加状況への影響を予測したのか。 

 

④ 今後の一斉清掃の参加者数を回復・増加させるため

の具体的な施策は考えて有るのか 

 

以上について伺います 

 

村長 

 

（注) １ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１7日（水） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

屋良 照枝 1,PFAS 検査に

ついて 

県内で市民団体「有機フッ素化合物(PFAS)汚染から

市民の生命を守る連絡会」が"安心して飲める水を沖縄

に"と呼びかけ現在、北谷浄水場では高機能粒状活性炭

を使い「安全とされる水」を供給しています。 

しかし 2026 年度には、その活性炭更新費用 16 億円

を県民が負担する可能性が出てきたことに憤り署名活

動を実施しております。中城村内でも署名活動をして

おります。それを踏まえて伺います。 

 

① この活動の村長の見解を伺います。 

② 有機フッ素化合物 PFAS(ピーファス)の住民の血中

濃度を測る検査は実施できないか伺います。 

 

村長 

2,護佐丸バス

の運行拡大に

ついて 

護佐丸バスの運行拡大は、ルートの見直し浜バス停

の設置を要望しましたが、進捗はありますか伺います。 

 

① 浜バス停設置は検討されましたか 

② 時間帯におけるルートの見直しは検討されました

か。 

村長 

（注) １ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１7日（水） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 
質問の相

手 

桃原 清 1,津覇地内崩

落防止対策

工事につい

て 

津覇地内、国道 329 号線沿い建物の建設予定地において

崩落防止の H 鋼矢板工事を行っている場所があるが、そこ

は、工事個所のすぐ上部の方に、以前に行われた法面崩落

防止の工事で設置されたモルタルと壁面の間から、雨が降

った時には、水が流れ出てくるとのことだか、その件につ

いて、情報及び予定している対策があるか伺います。 

 

村長 

 

2,村道西坂田

線改良工事に

ついて 

北上原地内主要な生活道である西坂田線は。路面状況が

大変悪く又、村道認定はなされているが、道路幅が狭く住

宅が建築できない場所等がある。 

以前、中部土木事務所の建築班では、この場所での住宅の

新築予定があれば協力しますと言ってもらった場所でもあ

る。今後、住宅が建築できる様、改良工事を進めることは

出来ないか伺う。 

村長 

3,山川橋の撤

去について 

高速道路上に架けられた人道橋の山川橋について、現在

は通行止めになっている。以前は撤去の予定で、見積り設

計等行ったと思うが、現在の状況について伺う。 

村長 

4,少人数学級

について 

 2018年から実施された少人数学級について 

① 児童との会話が増え教師の業務負担が減る 

② 学級規模が小さい程、正答率も高くなる 

等様々な評価があるが、少人数学級も学校校舎の新設等

の理由で終了した。 

  今後について考えた時、少人数学級の効果によって向

上した学力等について、少人数学級が終わった事による

良くない兆候はないか伺います。 

村長 

教育長 

5,小中不登校

児童生徒につ

いて 

 今年 10 月県教育庁は、文部科学省が実施した 2024 年度

児童生徒の問題行動・不登校調査の県内分の結果を発表し

た。 

 小中学校で、年間 30日以上欠席した不登校生徒は、前年

度より 419 人増の 7,432 人で過去最多を更新した。以上の

内容で新聞に掲載されています。 

 以前、他の議員の一般質問に対して、不登校の生徒はい

ないとの答弁であったが、現在は、どうか伺います。 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１7日（水） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 善功 1,村のまつ

りについ

て  

 

 現在の村のまつりの名称は「護佐丸まつり」として中城

城跡で２年に一度の間隔で実施されていますが、以前は

「中城まつり」の名称で吉の浦運動公園で毎年実施され

ていました。これをもとに戻す考えはないか説明を求め

ます。 

村長 

 

2,職員採用

について 

 現在職員の採用については試験を実施して、その職種

内容は一般事務職と技術職の二種類が主であるが、これ

からは村民福祉の増進のために、福祉、保健分野の有資格

者を採用すべきではないか、また年齢制限は何歳までか、

そして今も、住所要件はあるのか説明を求めます。 

村長 

3,子供の貧

困実態と

支援につ

いて 

 

 県下の子どもの貧困率については、2015 年の調査では

全国平均の約 2倍の 29.9％で、2017年、本村は中学 2年

生で 38％ 小学年生で 27％であった。2024 年の全国平均

は 11.5％で県は 21.8％で 2015 年より 8.1％改善されて

いるが、2024 年の本村の貧困率は何パーセントか。そし

て現在の物価高騰により生活が苦しい世帯が増えている

と思います。 

支援が必要と思いますが、村としてどの様な支援を考

えているか説明を求めます。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１7日（水） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

仲松 正敏 1,ＡＥＤ設置 

について 

① ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を村予算で、村内各

自治会の公民館に設置する考えはないか。 

 

② 現在村内自治会の公民館に、ＡＥＤを設置されてい

る自治会は何自治会か。 

村長 

2,自治会活動

活性化補助

事業につい

て 

① 現在自治会活動活性化補助事業は、6月末からとな

っていると思うが、4月当初からが望ましいと思う

がどのように考えるか。 

 

② 自治会活動活性化補助事業は、ハード面 25万円、

ソフト面 25万円合わせて 50万円となっているが、

50 万円を一括してハード面と、ソフト面に活用で

きるようにしてはと思うが伺う。 

村長 

（注) １ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第７回 定例会 

令和７年１２月１8日（木） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 貞則 1,学校の人材

育成 

① 津覇小体育館のバレーボール支柱が故障して使用

できない。生徒たちが練習するのに困っているが、

支柱設置の取り組みは。 

② 中城中の部活動生徒達が九州大会に出場し、学校

の活性化になっている。トップアスリート基金設

置して、生徒たちをトップアスリートに導く考え

はないですか。 

教育長 

 

2,一般質問を

通し施設整

備 

① 「中城モール～屋宜地区まで約５Km」を、「行政・

村民・護岸周辺企業」と連携して整備し、村民の健

康づくりを図るには。 

② 登又の普天間川沿いの道路は、転落防止策が 10ｍ

ほど倒壊し危険である。区民の安全を守る為に、転

落防止策を設置する考えはないですか伺います。 

村長 

3,中城村手話

を普及する

取り組み 

① 令和 7 年度に手話奉仕養成講座を修了したが、本

村の「ろう者と手話通訳者」は何名いますか。手話

通訳者を増やす取り組みは。 

② 東京で 11月にデフリンピック（ろう者の国際総合

スポーツ大会）を開催して手話普及しているが、中

城村の手話普及を図る為に「ろう者と健常者と交

流」する取り組みについて伺います。 

村長 

 

4,スポーツキ

ャンプを通

して人材育

成の強化を

図る 

① サッカーキャンプを誘致して、平成 24年～令和 6

年度までの「歳入の施設使用料」と「歳出の水道

料・芝生管理委託料・備品費」の説明及び、中城中

サッカー部や村体協サッカー部は、中頭大会で優

勝した実績はありますか。 

 

② サッカーキャンプ以外のスポーツキャンプを誘致

して人材育成の強化を図る取り組みについて伺い

ます。 

村長 

教育長 

 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 


